
















































































































































































































































































































ウイ-パー(weaver) 小脳 ----7-- ●形態学的変化
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小脳 Jヽ●形態学的変化C/普 .董 賢 r買慧 芸蓋,;ii至芸gi謹 tg=jm:ibU'?tkinje脚 包-
図 3 ノト脳発育障害突然変異マウスの小脳内変化
トトト :変位部位,G:賭粒細胞,mf:苔状線維,cf:登上線維,P:Purkinje細胞
ll
応も明らかにしうる点で非常に良いモデル系と考
えられる｡
更に小脳に変異を伴う数多くの動物がみい出さ
れており,ある特定の細胞の欠損,シナプスの形
成不全,皮質構築の障害などの形態学的変化を伴
うことが明らかにされ,しかもそれらは,それぞ
れに特有な運動失調を伴っている｡
しかし一方で神経系の特徴として可塑性が近年
注目されており,種々の外的条件に対応して比較
的自由に線維連絡が変化することも明らかとなっ
ているため,何が本質的な変化をみきわめること
は重要な点であり,この点に関しても発生工学的
手法は重要な解析手段となっている｡ここでは,
各種 ミュータント小脳内での変化について紹介す
る｡
